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Background: In recent years, there have been increased opportunities for Japanese medical
institutions to have foreign patients, and communication issues experienced by foreign patients
have been reported.
Objective: The present study aims to examine the communication issues faced by foreign patients,
and to identify communication skills that medical doctors should acquire.
Methods: A questionnaire survey was administered to 45 research participants who were engaged
in telephone consultation for foreign patients at the Association of Medical Doctors of Asia
(AMDA) International Medical Information Center, followed by interviews with three randomly
selected persons among the above mentioned research participants.
Results: The major communication issues experienced by foreign patients included the lack of
Japanese language proficiency, fear of prejudice against foreigners, insufficient explanation by
medical doctors, and differences in customs and cultures. Concerning the communication skills
necessary for medical doctors, concise and logical explanation, adequate awareness of cultural
differences, and capacity to empathize were mainly highlighted.
Conclusions: It is necessary for medical doctors to have linguistic understanding of appropriate
vocabulary that can be comprehended by foreign patients whose native language is not Japanese
or English so as to provide concise and logical explanation. This would enable medical doctors to
communicate with foreign patients smoothly, to deepen their awareness of cultural differences,
and to develop capacity to empathize.







































































































































































































































































































































































□１年未満 □１年～３年未満 □３年～５年未満 □５年～10年未満 □10年以上
Ｑ２ 次の内、どちらのタイミングでの相談が多いですか。
□受診前 □受診時 □受診後
Ｑ３ 医療機関受診前に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、相談を受けたことがあ
りますか。
□ある □ない
Ｑ４ 相談者が、コミュニケーション上の理由で医療機関受診を避けるケースはありますか。
（具体例：言語に関する不安。外国人患者に対する偏見への恐れ。）
□ある □ない 「ある」の場合、その理由：
（ ）
Ｑ５ 医療機関受診時に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、相談を受けたことがあ
りますか。
（具体例：医師から治療に関する説明があったが、自分の宗教観と異なり、戸惑った。）
□ある □ない
Ｑ６ 医療機関受診後に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、相談を受けたことがあ
りますか。
（具体例：受診後に、検査結果について電話で問い合わせたが、十分な説明を得られなかった。）
□ある □ない
Ｑ７ 「言葉の壁」が原因で生じる問題に関し、相談を受けたことがありますか。
□ある □ない
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Ｑ８ 「Ｑ３」の回答が「ある」の場合、どのような内容の相談でしたか。
Ｑ９ 「Ｑ４」の回答が「ある」の場合、どのような内容の相談でしたか。
Ｑ10 「Ｑ５」の回答が「ある」の場合、どのような内容の相談でしたか。
Ｑ11 「Ｑ６」の回答が「ある」の場合、どのような内容の相談でしたか。
Ｑ12 「Ｑ７」の回答が「ある」の場合、どのような内容の相談でしたか。
Ｑ13 上記の他に、よく相談を受けるコミュニケーション上の問題があれば、書いてください。
Ｑ14 外国人患者への対応という観点から、日本人医師が身に付けるべきコミュニケーション力に
はどのようなものがあると思いますか。
＊ご協力ありがとうございました。いただきました回答を今後の医学研究に活かしていきたいと思
います。
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１．AMDA国際医療情報センターの相談員として、どれくらいの期間勤務しておられますか。
２．相談者がコミュニケーション上の理由で医療機関受診を避けるケースについて、具体的に
どのような相談を受けたことがありますか。
３．相談者が医療機関受診前に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、具体的にど
のような相談を受けたことがありますか。
４．相談者が医療機関受診時に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、具体的にど
のような相談を受けたことがありますか。
５．相談者が医療機関受診後に感じたコミュニケーション上の不満や不安に関し、具体的にど
のような相談を受けたことがありますか。
６．コミュニケーション・ギャップに関して、近年増加傾向にある相談内容はどのようなもの
ですか。
７．コミュニケーション・ギャップに関して、近年減少傾向になる相談内容はどのようなもの
ですか。
